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－本とノートと鉛筆と－－本とノートと鉛筆と－

１１月４（水）

 

・
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１２月２（水）

 

・
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１月１３（水）
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１４（木）

２月２（火）

 

・
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３月２（火）
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３（水）

著者との会話・自己との対話
記憶の攪拌、未来の飛来

取り出す記憶・混ぜる記憶
ビジュアルでイメージを動かす

分ける「軸」－分けるから、分かる！
時間と空間、左右と上下のインデックス

ライフワークとテーマと課題、
横編集の情報箪笥、引出しが多い！

質問と疑問と設問、
構造と体系の準備、轍（わだち）の確認

問題意識の発見とその逆算法、
情報回路を設計・運営する
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Programｓ

 

Theme

六箇条
６

 

PROGRAMｓ
６つのプログラムは各々独立していますが、
ランダムに結合しシステム化されます。

各プログラムとも２日間予定日を設定しております。ご都合のよい日を選択してください。

また、講義時間はすべて１０：００～１６：３０となります。

ＢＵＳＩＮＥＳＳ

［思考術思考術講座］

発想の貧困の原因は、

情報の取り入れ方にあった！

ペティの法則からヒントを得たクラーク

 

Ｃｏｌｉｎ

 

Ｇｌａｎｔ

 

Ｃｌａｒｋ（１９０５－１９８９）

が第三次産業をカテゴライズし、『第三の波』で情報化社会を予言した

トフラー

 

Ａｌｖｉｎ

 

Ｔｏｆｆｌｅｒ（１９２８－）が『富の未来』で知識資本主義の深淵に

踏み込んだのを見るにつけ、時代のベクトルが知識の創出、なかんずく

その震源である発想をターゲットにしていることは間違いありません。

マイクロソフトやグーグルといった先陣企業がもたらすユビキタスで

フラジャイルな環境が整いつつあるなか、私たちは発想力を試され、

そのための情報取扱い能力が問われています。

発想力、つまりアイデアをつくる能力はそのための情報という材料の

仕入れで決まります。なぜなら発想の正体が材料の「繋ぎ」と「合わせ」

だからです。必要な材料を、必要なときに、必要なだけ取り出せる仕組み

が決め手になります。必要な材料とはなんでしょう。どこから仕入れ、

どのように取り入れればよいのでしょう。仕入れた材料をどのように

保管・貯蔵しておけばよいのでしょう。それらの課題に６つのプログラム

でお答えするのがＬＤＳＳビジネス［思考術講座］秋冬新作発表です。

ＬＤＳＳの仕事術とでもいうべきものを一挙公開します。

Ｍｅｓｓａｇｅ

新作発表

－２００９年

 

秋冬－

￥ＰＲＩＣＥ（税込）

COMINGCOMING SOONSOON !!

開催場所

 

京都市下京区烏丸通綾小路下る東側

 

ダイマルヤ四条烏丸ビル４Ｆ
株式会社ＬＤＳＳ

 

講義室

１０月１４日（水）・１５日（木）・２８日（水）・２９日

※１０月日程追加！
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